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Ghoonutsと京都光華女子大学が 

失語症トレーニングアプリに関する共同研究を開始 
 

京都光華女子大学（所在地：京都市右京区、学長：高見茂）は、脳刺激技術を活用した事業を展開する

Ghoonuts株式会社（本社：京都市下京区、代表取締役：都志宣裕 以下、Ghoonuts（グーナッツ））と、言

語機能向上機会の創出を目指し、失語症者向けの言語トレーニングアプリの有用性に関する共同研究を開始い

たします。 

■日本語の失語症トレーニングアプリの有用性は海外に比べて遅れを取っている 

現在、失語症患者が退院した後の治療手段は限られており、有効な薬物も存在しません。こうした課題を解

決する一つの手段が、新たなデジタル技術を用いたアプリケーションの活用です。実際、海外では、その有用

性について数多くの研究が報告されていますが、日本語における失語症トレーニングアプリの有用性に関して

は、まだ十分に検証されていません。 

今回の共同研究を通して、日本語における失語症トレーニングアプリの有効性と実用性を検証し、失語症患

者の早期回復に寄与することを目指します。 

 

■共同研究に至った経緯 

Ghoonutsは、2020年8月に設立されたスタートアップ企業で、経頭蓋電気刺激（以下、脳刺激）技術を活

用した医療・ヘルスケア機器の研究開発を行っています。日本国内だけで約50 万人とされている失語症患者

の治療には、脳神経細胞同士の伝達を促進する脳刺激が、非常に有効であると考え、最初の対象疾患として、

脳卒中後の後遺症である失語症の治療機器開発を目指しています。 

現在は上記の医療機器開発に先行して、失語症者が在宅で使用できる失語症トレーニングアプリの開発も進

めています。 

京都光華女子大学は、看護師をはじめ、言語聴覚士や作業療法士、管理栄養士など、健康を⽀える医療・リ

ハビリ分野の専門職養成の幅広さは京都滋賀エリア屈指です。特に、言語聴覚士を養成する言語聴覚専攻に

は、失語症に関して臨床的、学術的知見の豊富な言語聴覚士及び高次脳機能障害を専門とする医師などが数多

く在籍しており、京都を中心とした病院施設及び行政との連携も豊富にあります。 

Ghoonutsの研究開発力の高さと京都光華女子大学の豊富な知識と経験を活かし、信頼性のある失語症トレー

ニングアプリの開発ができるものと想定しています。 

 

■今後の展開 

 失語症の新たな解決方法として、失語症トレーニングアプリの共同研究を行っていきます。特に、その有効性

と実用性の双方の観点から検証することで、失語症者が安心と信頼感を持ってお使いいただけるアプリの開発を

目指します。 

 

報道各社におかれましては、ぜひ、この活動について、ご取材いただきますようお願い申し上げます。 
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≪取材に関するお問い合わせ≫ 

京都光華女子大学／短期大学部 入学・広報センター 担当：川島 

[TEL] 075-312-1899  [FAX] 075-312-5594 [E-mail] hkk@mail.koka.ac.jp  

[URL] https://www.koka.ac.jp/ 
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NEWS RELEASE  

Well-Being を実現する健康・未来創造キャンパスへ 
京都光華では、これまで 80余年にわたって仏教精神に基づく女子教育に取り組んできました。 

その根幹にあるのは校訓「真実心」。世界が目指す「持続可能な社会」に通じる重要な考え方です。 

私たちは、この理念によって立ち、すべての人が健やかに暮らせる“Well-Being”な未来の実現を目指し、 

学生一人ひとりに、そして地域に寄り添い、社会の要請に応えてまいります。 

mailto:hkk@mail.koka.ac.jp
about:blank

